
子系統学的研究により（MATSUMOTO et al., 1999 ; MARTIN,

2000），ピシウム菌は糸状の遊走子のうを作る種群と球

状の遊走子のうを作る種群の 2つに大別されることがわ

かった。LÉVESQUE and DE COCK（2004）は，ピシウム菌

の同定で最も良く参照される van der PLAATS-NITERINK

（1981）に掲載されている菌株を中心に，数多くのピシ

ウム菌種の rDNA領域を解析した。そして，それらの

系統関係に基づいてピシウム菌を 11の単系統（＝クレ

ード A～ K）に整理した。A～ Dが糸状の遊走子のう

を，E～ Kが球状の遊走子のうを形成する。UZUHASHI et

al.（2009）は，これらに 12番目の単系統を追加した。

さらに，ピシウム属内の各分類群が系統分類学的に互い

に属レベルで異なることから，ピシウム属を四つの新属

を含む 5 属（P y t h i u m 属，G l o b i s p o r a n g i u m 属，

Elongisporangium 属，Ovatisporangium 属，および

Pilasporangium 属）に再編することを提案している

（UZUHASHI et al., 2010）。

このようにピシウム菌は少なくとも 12 の分子系統

（クレード）から成る多様な生物の集合体であり，クレ

ードの違いが形態（主に遊走子のう）に関係しているこ

とがわかってきた。

II 分子系統と病原性状の関係

LÉVESQUE and DE COCK（2004）に UZUHASHI et al.（2009）

の新クレードを加えた 12のクレードの構成種を見ると，

クレードによって病原性状が違っていることがわかる

（表― 1）。これは，クレードの違いと遊走子のう（ある

いは hyphal swellings）の形態が密接に関係しているこ

とによると考えられる。遊走子のうの形態の違いは，そ

の菌種の発生生態，特に湿潤（または水中）環境への適

応度の違いに現れる。このようなピシウム菌の系統と発

生生態の関係を知ると，一見複雑で多様なこの菌の病原

性が理解しやすくなる。以下に，ピシウム菌の 12のクレ

ードのそれぞれの病原性と発生生態の特徴をまとめた。

1 クレード A
このクレードは三つの小クレードに分けられる。小ク

レードの一つは P. aphanidermatumと P. delienseの 2種

から構成される。両種は 43℃まで生育が可能で，宿主

範囲が広く，温暖な地域で様々な畑作物の重要病原にな

は　じ　め　に

近年，ピシウム菌による農作物などの被害が国内外に

広がるとともに多様化している。これは，高密度栽培の

普及や異常気象（温暖化や集中豪雨）がこの菌の発生に

好適な環境を広げていることや，植物苗の国際的な取引

が活発になったことが主な原因と考えられる。

ピシウム菌は，他の土壌病原菌に比べて宿主や発生環

境が多岐にわたっている。国内で毎年大きな経済損失を

出しているピシウム病害のみに限っても，本特集で取り

上げられている各種病害（水耕野菜，ショウガ，園芸植

物等）をはじめ，コムギの褐色雪腐病（TAKAMATSU and

TAKENAKA, 2001）やノリの赤腐病（東條，2009）等バラ

エティーに富んでいる。このような多様性は，ピシウム

菌全体としての病原性をイメージするのを難しくしてい

る。一方で，ピシウム菌を分子系統に分け，それぞれの

系統の病原性状を見てみると，系統によって病原性やそ

れにかかわる発生生態が明らかに違っていることがわか

る。系統と病原性の関係を知ることは，ピシウム菌によ

る病害の効率的防除にもつながる。

ここでは，ピシウム菌を構成する個々の分子系統の病

原性状について，それらの違いや相互の関係を考察した

い。また，病害防除との関係についても考えてみたい。

I ピシウム菌を構成する分子系統

ピシウム菌はストラメノパイル生物の卵菌綱の 1属で

あり（DICK, 2001），土壌や水域環境に広く分布し，これ

までに少なくとも世界で 150種（KIRK et al., 2008），日

本国内では約 50種が報告されている。一般には農作物

の根や地表面付近の茎葉の病原として知られている。

ピシウム菌の種の同定は，遊走子のうや有性器官の形

態的特徴に基づいて行われる。遊走子の放出が確認され

ない場合には，無性繁殖体である hyphal swellingsの形

態を遊走子のうの代わりに観察する。また，rDNA ― ITS

領域やミトコンドリアの coxII遺伝子などの塩基配列で

形態による同定を確認するのが一般的である。近年の分
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1981）。P. chondricolaは rDNA ― ITS領域の塩基配列が

P. porphyraeと 100％一致するが，P. porphyraeよりも生

育温度が低いこと，造卵器が大きいこと，さらに卵胞子

が非充満性であること等の特徴から P. porphyraeとは別

種とされている。三つ目の小クレードは，Pythium属の

基準種である P. monospermumのみから構成される。本

種の植物への病原性は低いと考えられている（van der

PLAATS-NITERINK, 1981）。

っている。二つ目の小クレードには P. porphyrae，P.

adhaerens，P. chondricolaの 3種が含まれる。これらは

いずれも海産藻類に由来し，形態や生理性状のわずかな

違いで互いに区別される。P. porphyraeは日本国内のほ

ぼすべてのノリ養殖場で発生が見られ，アサクサノリな

どの最重要病原として知られる（東條，2009）。P.

adhaerensはアオサ類などの藻類のほか，テンサイなど

の畑作物にも病原性をもつ（van der PLAATS-NITERINK,
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表－1 ピシウム菌の分子系統と病原性状との関係

分子系統
（クレード a））

病原性状の概要 遊走子のうの形態
湿潤（または水中）
環境への適応度 b）

主な Pythium種

A 農作物や海藻類の重要病原種を含む．海水中，また
は海水塩の添加で病原性が高くなる種が多い

糸状（膨潤または
非膨潤）c）

中～高 d） P. aphanidermatum
P. porphyrae

B1 栽培植物（特に単子葉類）の重要病原が多い 糸状
（膨潤）

高 P. myriotylum
P. graminicola

B2 植物病原性は通常弱く，水耕作物でのみ被害報告が
ある．P. flevoenseは養殖アユ稚魚の内臓腐敗の原因

糸状
（非膨潤）

高 P. dissotocum
P. flevoense

C 植物に非病原性または病原性不明．P. insidiosumは
温暖地域の哺乳類の皮膚病害の原因

洋ナシ状
または糸状
（非膨潤）e）

高 P. grandisporangium
P. insidiosum

D 植物に非病原性または弱病原性．菌寄生性を示す 糸状
（膨潤）

中 P. oligandrum
P. acanthicum

E 植物病原性は弱または不明．耕地や非耕地の土壌，
泥，水中に生息

球状 中 P. rostratum
P. echinulatum

F 植物に中～強病原性．野菜などの苗立枯病菌が多い 球状 中 P. spinosum
P. irregulare
P. sylvaticum

G 積雪下でイネ科植物に病害を起こすものが多い 球状 中 P. iwayamai
P. paddicum

H 植物病原性はほとんど知られていない 球状 中 P. anandrum
P. undulatum

I 栽培植物（双子葉類が中心）に強病原性（P .  
heterothallicumを除く）

球状 低 P. ultimum var. ultimum
P. splendens

J 植物病原菌を含まれるが，宿主を選ぶ場合が多い．
菌寄生性を示す種もある

球状 中 P. nunn
P. uncinulatum
P. megalacanthum

K 多様な栽培植物（野菜類の幼植物，花木類等）に根
腐れや地際部の茎腐敗を起こす

球状 低 P. helicoides
P. vexans

― e） 植物（キュウリなど）に感染性を示すが，病原性は
ほとんどない

球状 中 P. apinafurcum

a）LÉVESQUE and DE COCK（2004）によるクレード（Clade）．
b）van der PLAATS-NITERINK（1981）や各菌種の最近の報告を参考に，ピシウム菌の各系統間で相対的に評価．
c）P. aphanidermatumと P. delienseは糸状（膨潤）．その他のクレード Aに含まれる種（P. porphyraeなど）は糸状（非膨潤）．
d）P. aphanidermatumと P. delienseは「中」．その他のクレード Aの種（P. porphyraeなど）は「高」．
e）UZUHASHI et al.（2009）による新クレード．



B2に属するピシウム菌は，いずれも外見では菌糸と区

別できない糸状遊走子のうを作る。このような糸状遊走

子のうは乾燥すると死滅することから，これらの菌種は，

普段，水中で生活していると推察される。これらのこと

から，B2は水中生活に適応したピシウム菌種から構成

されており，水耕栽培など特別な環境でない限り，陸上

生物へ病原性を示すことはないと考えられる。B1と B2

との中間に位置する P. pyrilobumの植物病原性も弱い。

しかし，P. flevoenseのように水中の鎭を通して魚類の

内臓に感染する場合も見られることから，今後，様々な

観点からの研究が必要である。

3 クレード C
Pythium grandisporangiumと P. insidiosumの 2種のみ

が知られている。この系統群の特徴は，これら 2種が

rDNA ― ITS領域の塩基配列の相同性が高く，単系統を

形成するにもかかわらず，形態的な類似点がほとんど見

られないことである。病原性についても P. grandispo-

rangiumが汽水域で腐生的に生活し植物や動物への病原

性が知られていないのに対し（KUROKAWA and TOJO, 2010），

P. insidiosumは熱帯地域で哺乳類の皮膚に炎症を起こす

（MENDOZA et al., 1993 ; VANITTANAKOM et al., 2004）。このク

レードのピシウム菌の病原性状を特徴づけるには，さら

に多くの供試株を使った研究が必要である。

4 クレード D
Pythium oligandrum，P. acanthicum，P. periplocum等

が含まれる。ほとんどの種が非病原性で，接種試験で病

原性が示した場合でも，その程度は低い。他の糸状菌に

菌糸を巻きつけたり貫入させる等の菌寄生性を示すこと

がこのクレードの菌種に共通の特性である。ただし，P.

nunnのようにこのクレード以外でも菌寄生性を示す種

が見られる。

遊走子のうの形態は，膨潤した糸状で，球状に近い状

態にまで膨らむ。すべての種の造卵器で，先が鋭敏な円

錐型の突起が見られる。他のクレードに属する突起を有

する菌種とは，造精器がはっきりと見えないことや，造

精器の細胞全体が造卵器に付着する（造精器細胞の先端

が付着するのではなく）ことで区別できる。

5 クレード E
このクレードは E1と E2の二つに分けられる。E1で

は P. rostratumと P. echinulatumが，E2では P. middle-

toniがそれぞれ主要な種となっている。耕地や非耕地の

土壌，泥，水等から分離されることが多く，罹病植物か

ら分離された例も多いが，作物への病原性は高くないと

される（van der PLAATS-NITERINK, 1981）。そのため，この

クレードに属する種は，現在のところ病原菌として重要

クレード Aのピシウム菌の中で最もよく知られてい

る P. aphanidermatumと P. porphyraeは，互いに形態や

生理的性状が明確に異なる一方で，糸状の遊走子のうを

形成することや一定の塩耐性をもつ等，類似点も見られ

る。また，最近，筆者らは P. aphanidermatum や P.

delienseに近縁の新種と考えられる Pythium属菌種を分

離したが（KUROKAWA and TOJO，未発表），この種も P.

aphanidermatumなどと同じクレードに属し，海産で海

水塩を高濃度（9％）に含む培地で生育することができ

る。さらに，海水を含む土壌で育てたアシなどに根の腐

敗性病害を起こす。これらのことからクレード Aには，

海水中での生息や海生植物に病原性を起こす種が含まれ

ることがわかる。これまでに知られているピシウム菌の

12の単系統群（LÉVESQUE and DE COCK, 2004 ; UZUHASHI et

al., 2009）の中で，海産種が知られているのはクレード

Aのみである。このことからも，海水や海生植物への適

応がこのクレードの特徴の一つであることがわかる。

2 クレード B
このクレードはピシウム菌を構成する最も大きな系統

群であり，約 30種が含まれる。二つの小クレード（B1

と B2）に分かれる。B1の大部分の種は，菌糸が膨らん

だような形の糸状遊走子のうを作る。これに対し B2の

すべての種は菌糸と外見では区別できない糸状遊走子の

うを作る。

B1には，弱～強病原性の様々な植物病原菌が含まれ

る。B1の代表的な病原種の P. myriotylumは多くの作物

に強い病原性を示すことで知られる。そのほかにも，こ

の小クレードには重要な植物病原菌が多数含まれる。P.

graminicola，P. arrhenomanes，P. vanterpoolii，P. toru-

losum，P. catenulatum，P. aristosporum，P. volutumは

イネ科植物にほぼ特化した病原菌である。P. sclero-

teichum，P. sulcatum，P. tracheiphilumはそれぞれサツ

マイモ，ニンジン，レタスでのみ報告されている。これ

ら以外に B1に含まれる種には P. angustatum，P. dis-

simile，P. inflatum等があり，野菜の幼植物への接種実

験で弱～中程度の病原性が確認されている。このよう

に，B1に含まれるピシウム菌には農作物の病原が多く，

さらになんらかの宿主選択性を示す種が多いことがわかる。

一方，B2には P. dissotocum，P. aquatile，P. flevoense

等，植物に対しての病原性がほとんどないあるいは不明

なピシウム菌種が含まれる。P. dissotocumや P. aquatile

は養液栽培や直播水稲など湛水条件でのみ軽度の病害を

起こす。P. flevoenseは植物への病原性は知られていな

いが，養殖槽に沈殿し本種に汚染された鎭を食べたアユ

幼魚の内臓で増殖して腐敗を起こす（MIURA et al., 2010）。
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幼植物や果実への接種による立枯れや腐敗が知られてい

るが（DRECHSLER, 1943），それ以外の知見はほとんどな

い。このクレードは形態的な特徴が明瞭で，遊走子のう

が楕円形あるいは長楕円形で貫生することと，造卵器表

面に先が鋭敏な円錐型の突起が見られることで他のクレ

ードと区別される。

9 クレード I
Pythium heterothallicum，P. splendens，P. ultimum

var. ultimum，P. ultimum var. sporangiiferumが含まれる。

P. heterothallicum以外は，様々な植物（双子葉植物が主）

の重要病原として知られる。P. ultimum var. sporangi-

iferumは分布域が欧米の一部地域のみに限られている

が，他の種は世界中での分布が報告されている。球状で，

卵胞子と同程度の耐久性を示す遊走子のう（あるいは

hyphal swellings）を多数形成することが，このクレー

ドに共通する特性である。

10 クレード J
Pythium nunn，P. orthogonon，P. acanthophoron，P.

perplexum，P. buismaniae，P. polymastum，P. uncinula-

tum，P. mastophorumおよび P. megalacanthumが含ま

れる。いずれも発生報告が限られており，病原性や生態

についての情報は少ない。日本国内では P. nunn

（KOBAYASHI et al., 2010），P. uncinulatum（MATSUURA et al.,

2010），P. megalacanthum（窪田ら，1998）の発生が報

告されている。P. uncinulatumはレタスの幼植物や成植

物に，P. megalacanthumはキャベツの幼植物に被害を

及ぼすが，いずれも分布や被害規模は限られている。P.

nunnは非病原性で，菌寄生性や，土壌混和による発病

抑制性が知られている。遊走子のう（あるいは hyphal

swellings）が球状であること以外に，このクレードに

共通の形態は見られない。

11 クレード K
Pythium boreale，P. ostracodes，P. oedochilum，P.

chamaehyphon，P. helicoides，P. curcurbitacearum，P.

vexansおよび P. indigoferaeが含まれる。近年，P. heli-

coidesが国内のミニバラ栽培などで猛威を振るっている

ことはよく知られている（例：KAGEYAMA et al., 2002）。

現在ピシウム菌で知られているクレードの中では分子系

統的に最も疫病菌（Phytophthora属）に近い。このこと

は，このクレードに属する種の遊走子のう（あるいは

hyphal swellings）が卵形で，しばしばパピラ状構造を

もつことからも裏づけられる。

12 新クレード（UZUHASHI et al., 2009）

Pythium apinafurcumのみで構成される。単子葉，双

子葉の両植物に感染性を示すが，病原性はほとんど示さ

視されていない。

遊走子のう（あるいは hyphal swellings）の形態は球

形あるいは卵形で，貫生（proliferation）しない。培地

上での菌糸生育可能温度は中温性（5～ 35℃）を示す。

球状の遊走子のうを形成する他のクレードの菌種との最

も大きな違いは，中温（25℃）での菌糸生育が遅い（8

～ 17 mm/day）ことである。

6 クレード F
このクレードには世界的に重要な植物病原菌が数多く

含まれる。中でも P. spinosum，P. irregulare，P. mamil-

latum，P. paroecandrum，P. sylvaticum，P. debaryanum，

P. macrosporumおよび P. intermediumは世界各地に分

布し，野菜などの苗立枯れの重要病原として知られる。

一方，このクレードと重要病原種を含む他のクレード

（A，B1，I，K）を比べると，クレード Fは病原性が少

し弱く，植物の被害ステージも幼植物の時期に限られて

いる場合が多いことがわかる。

このクレードの形態的な特徴は，遊走子のう（あるい

は hyphal swellings）が球形あるいは卵形のどちらかで

あることと（ただし P. irregulareだけは両方を形成），

遊走子のうが貫生（proliferation）しないことである。

培地上での菌糸生育可能温度は中温性（5～ 35℃）であ

る。球状の遊走子のうを形成するクレードの中では，ク

レード I（ただし P. heterothallicumを除く）についで菌

糸生育が速い（25 mm/day前後が多い）。

7 クレード G
このクレードでは P. iwayamai，P. paddicum，P.

okanoganense，P. nagaii等が知られている。主として麦

類褐色雪腐病の原因となるピシウム菌が含まれる。

BRIDGE et al.（2008）は南極のイネ科植物でも，このク

レードに属するピシウム菌未知種（Pythium sp.）による

雪腐病が発生していることを報告している。これらの菌

はいずれも，野外環境では 0℃前後の低温環境でのみ病

害を起こし，それよりも高い温度では病原性をほとんど

示さない。このような低温条件に特化した病原性状は G

以外のクレードでは見られない。

このクレードの形態的な特徴は，遊走子のう（あるい

は hyphal swellings）が球形あるいは卵形で，遊走子の

うが貫生する種（P. iwayamai）と貫生しない種（P.

paddicumなど）が見られることである。

8 クレード H
Pythium anandrum，P. prolatum，P. helicandrum，P.

dimorphum，P. undulatum等が知られている。これらの

うち，P. anandrumと P. undulatumでは世界的な分布

が知られている。病原性は P. anandrumでキュウリの
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3 診断・防除への応用

ピシウム菌は，罹病植物から他の病原菌と一緒に分離

されることが多い。そのため，菌が分離されても，それ

がどの程度被害に関与しているかを判断することが難し

い。分離菌がどのクレードに属しているかがわかれば，

分離された植物の病害への関与をある程度まで推定する

ことができる。このことは例えば，接種による病原性検

定を行う場合に，接種の方法（土壌混和か，地際部への

接種か，遊走子接種か等）を選んだり，接種菌量をどの

程度にすればよいかなどを考えるための参考になる。

クレードによる病原性状の推定は，未知のピシウム菌

種の防除を考えるうえでも役立つ。例えば，有性器官を

形成しないなどで菌種が特定できない場合に，その菌株

がどのクレードに属しているかがわかれば，発生特性を

推定しながら実験を進めることができる。また，同じク

レードに属する既知種で防除対策の先行研究があれば，

参考にしながら対策を考えることができる。

4 問題点

クレード間で病原性に違いが見られる一方で，同じク

レードに属するピシウム菌種でも病原性に大きな違いが

見られる場合がある。特にクレード B1，I，J，Kでは，

強病原性種と弱あるいは非病原種が混在している。個々

のクレード内では種が違っても互いに形態が似ているた

め，同じクレード内での病原性の差異は，形態的な違い

に起因するよりもむしろ，栽培植物に適応した結果と考

えられる。あるいは，野生植物や自然土壌に存在してい

る多様なピシウム種群の中から特定の植物に適応する病

原性ピシウム菌が選択的に増加したためと考えることも

できる。P. scleroteichum（TOJO et al., 2007）や P. 

uncinulatum（MATSUURA et al., 2010）のように特定の作

物にのみ発生する菌種が存在することは，ピシウム菌で

も，栽培植物の発達にともなって，宿主に応じた病原性

の発達や病原性をもつ種の選抜が起こっていることを示

している。

お　わ　り　に

ピシウム菌は遺伝的多様性が高い生物群であり，様々

な病原種を含んでいる。異常気象が頻発し栽培環境が

日々変化する現代，潜在的なものも含めて多様な病原菌

を内在するピシウム菌は，今後も新たな植物や環境で発

生すると予想される。環境調和型の防除手段が今後発

展・普及する中で，病原の発生生態の弱点をついた効果

的な防除対策が求められている。ピシウム菌の発生生態

は分子系統と関係しており，それを理解することはこの

菌の効果的な防除につながる。

ない（UZUHASHI et al., 2009）。P. ultimum var. ultimumへ

の菌寄生性を示すが，P. oligandrumや P. nunnで見ら

れるような発病抑制性は見られない（東條ら，未発表）。

III 系統識別の病害防除への応用

1 クレードと伝染源の性状との関係

ピシウム菌の被害は環境条件に左右されやすく，また

登録農薬の少ないマイナー作物での発生も多い。そのた

め，病原の生態特性を理解し，病原に不利な環境を作る

ことが対策の基本になる。病原がどのクレードに属する

かを知ることは，生態特性の理解を助ける。STANGHELLINI

（1974）は，ピシウム菌を防除するために知っておく必

要がある生態特性として，①土壌中の 1次伝染源の種類

と行動様式，②それらの分布範囲，および③植物への感

染にどれくらいの数の 1次伝染源が必要か，を挙げてい

る。これらの生態特性はクレードの違いと関係してお

り，さらにクレードの違いは，遊走子のう（hyphal

swellingsを含む）の形態と密接に関係している（表― 1）。

一般に，遊走子のうは卵胞子に比べて細胞壁構造が単純

で薄いために耐久性が低く，1次伝染源として重要では

ないと考えられやすい。しかし，遊走子のうは卵胞子よ

りも発芽しやすく，発芽菅を伸長させて菌糸を形成して

植物に直接感染したり，遊走子を放出して感染を広範囲

に拡大させる能力が高い。球状の遊走子のうは糸状のも

のに比べて耐久性が高いことが知られている

（STANGHELLINI and HANCOCK, 1971）。そのため，ピシウム

菌のクレードは伝染源の性状と関連していると言える。

2 クレードと湿潤環境への適応度との関係

ピシウム菌のクレードの違いは，湿潤環境への適応度

とも関係している（表― 1）。水中生活への依存度は，湿

潤環境への依存度，あるいは乾燥条件への適応力と言い

換えることもできる。このような特徴を知ることは，例

えば，水耕栽培環境で病害を起こす可能性を推定した

り，高畝で排水性をよくして病害を予防しようとする場

合に，その効果を予測することに役立つ。

湿潤環境への適応度の違いは，ピシウム菌の進化や分

化の過程と関係していると考えられる。ピシウム菌は，

陸上生活への適応力がより高い疫病菌やべと病菌の祖先

生物とされるが（BEAKES, 1987 ; PETERSEN and ROSENDAHL,

2000），これらへと進化する過程で多様に分化したと推

定される（UZUHASHI et al., 2010）。湿潤環境への適応度が，

おおむねクレード Aから Kに向かって低くなり，さら

にクレード Kが分子系統学的に疫病菌と近縁であるこ

とは，このようなピシウム菌の分化の結果とも解釈できる。
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10/12/08
クロチアニジン：0.50％，トリシクラゾール：0.50％，バリ
ダマイシン A：0.30％，フェリムゾン：2.0％
稲：いもち病，紋枯病，穂枯れ（ごま葉枯病菌），ウンカ類，
ツマグロヨコバイ，カメムシ類，フタオビコヤガ：収穫
21日

　

前まで
蘆クロラントラニリプロール・ピメトロジン・ピロキロン粒
剤 ※新混合剤

22856：デジタルバウアー箱粒剤（シンジェンタジャパン）
10/12/22
クロラントラニリプロール：0.75％，ピメトロジン：3.0％，
ピロキロン：8.0％
稲（箱育苗）：イネミズゾウムシ，イネドロオイムシ，ウン
カ類，ツマグロヨコバイ，フタオビコヤガ，コブノメイガ，
ニカメイチュウ，いもち病：移植 3日前～移植当日

「殺菌剤」
蘆アゾキシストロビン・メタラキシルM粒剤 ※新混合剤
22833：ユニフォーム粒剤（シンジェンタジャパン）

10/12/13
アゾキシストロビン：2.0％，メタラキシルM：1.0％
みょうが（茎葉）：根茎腐敗病：みょうが（花穂）の収穫

30日
　

前まで，但し，花穂を収穫しない場合にあっては開花
期終了まで
みょうが（花穂）：根茎腐敗病：収穫 30日前まで
しょうが：根茎腐敗病：収穫 30日前まで

（36ページに続く）

「殺虫剤」
蘆炭酸カルシウム水和剤 ※新製剤
22852：ホワイトコート（白石カルシウム）10/12/22
炭酸カルシウム：95.0％
みかん：チャノキイロアザミウマ：発生初期
蘆フルベンジアミド水和剤 ※新製剤
22853：フェニックスフロアブル（日本農薬）10/12/22
22854：日曹フェニックスフロアブル（日本曹達）10/12/22
フルベンジアミド：18.0％
りんご：ハマキムシ類，ギンモンハモグリガ，キンモンホソ
ガ，シンクイムシ類：収穫前日まで
なし：ハマキムシ類：収穫前日まで
もも：ハマキムシ類，モモハモグリガ：収穫前日まで
ネクタリン：ハマキムシ類，モモハモグリガ：収穫前日まで
おうとう：ハマキムシ類：収穫前日まで
ぶどう：ハスモンヨトウ：収穫 14日前まで
だいず：ハスモンヨトウ：収穫 7日前まで
茶：チャハマキ，チャノホソガ：摘採 7日前まで
蘆フルベンジアミド水和剤 ※新製剤
22855：ペガサスフロアブル（ニチノーサービス）10/12/22
フルベンジアミド：18.0％
だいず：ハスモンヨトウ：収穫 7日前まで
蘆メトキシフェノジド水和剤 ※新規参入
22864：グレモ SC（ダウケミカル）10/12/22
メトキシフェノジド：20.0％
芝：スジキリヨトウ，シバツトガ：発生初期

「殺虫殺菌剤」
蘆クロチアニジン・トリシクラゾール・バリダマイシン・フ
ェリムゾン粉剤 ※新混合剤

22832：ノンブラスバリダダントツ H粉剤 DL（協友アグリ）

新しく登録された農薬（22.12.1～ 12.31）

掲載は，種類名，登録番号：商品名（製造者又は輸入者）登録年月日，有効成分：含有量，対象作物：対象病害虫：使用
時期等。ただし，除草剤・植物成長調整剤については，適用作物，適用雑草等を記載。（登録番号： 22832～ 22866）種類
名に下線付きは新規成分。※は新規登録の内容。
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